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＜部活動で身につく力とは＞ 
１年生の各部活動への入部が正式に決まり、活動が本格的にスタートしま

した。真剣な表情で活動に取り組んでいる人の姿はとても美しいもので、見て

いるだけで、心が清々しくなります。新入部員の１年生も先輩たちからアドバ

イスを受けながら、一生懸命に日々の活動に取り組んでいます。入部したから

には、３年間、諦めずに、途中で辞めずに、最後まで続けてほしいです。 

小学生の頃、私は地元の草野球チームに４年間所属し、毎日のように練習に

励んでいました。中学校に入学してからは、たまたま遊びでやった卓球に興味

を抱いてしまい、親やまわりの仲間からの反対を押し切り、野球を辞めて、中

学校、高校、大学と卓球を続けることになりました。長年続けた卓球では、自

分の満足のいく成績を残すことはできませんでしたが、技術以外にも色々な

ことを学び、身につけることができたので、続けてよかったという実感を持っ

ています。「継続は力なり」と言いますが、１つのことを続ける大切を十分に理解することできました。 

部活動では、「幅広い交友関係、礼儀・礼節、忍耐力、継続力、責任感、協

調性、思考力、判断力、集中力、コミュニケーション能力」等、様々な力が身

につくと言われていますが、活動の内容やその人のもつ特性によって身につ

く力は異なります。何事も長続きせずに、すぐに飽きてしまう私だったのです

が、活動を通して、「忍耐力と継続力」を身につけることができました。今で

もその力は失われることなく、日常生活にもよい影響が出ています。今は、自

宅での筋力トレーニングに熱中しています。体力減退を感じ始めてから取り

組み始め、今年で６年目に突入しました。 

部活動に取り組んでいる北中生、どんな力を身につけていくのか、これから

の成長がとても楽しみです。 

＜授業参観・学年ＰＴＡ・学級ＰＴＡ・ＰＴＡ総会へのお礼＞ 
授業参観、学年・学級ＰＴＡ、ＰＴＡ総会には、多くの保護者の皆様にご都

合をつけてご参会いただきました。コロナ感染は完全には収束しておりませ

んが、対面での実施にご理解とご協力をいただきまして、誠にありがとうござ

いました。新型コロナウイルス感染症の分類が変更に伴って、学校での制限も

緩和されましたので、計画通りに、教育活動を進めていきます。 

ＰＴＡ総会でも申し上げましたが、子どもたちの「学力向上」を学校運営の

大きな柱の一つとしています。授業参観日はこれからも予定していますので、

お子さんの学習の様子、教科担任の授業内容などについて、授業改善に生かし

ていくためにも、多くのご意見をいただきたいと思います。 

 ＰＴＡ活動も計画通りに実施していきます。ＰＴＡ活動は、子どもたちの成

長に資する活動です。子どもたちのこれからの成長を願いながら、会員である

保護者の皆様と私たち職員で協力しながら取り組んでいきましょう。 
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